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4
箇
所
の
境
内
地
を
も
つ
神
社

で
す
。

　

信
濃
國
一
之
宮
。神
位
は
正
一

位
。全
国
各
地
に
あ
る
諏
訪
神

社
総
本
社
で
あ
り
、 

国
内
に
あ

る
最
も
古
い
神
社
の
一
つ
と
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

諏
訪
大
社
の
歴
史
は
大
変
古

く
古
事
記
の
中
で
は
出
雲
を
舞

台
に
国
譲
り
に
反
対
し
て
諏
訪

ま
で
や
っ
て
き
て
、そ
こ
に
国
を
築

い
た
と
あ
り
、ま
た
日
本
書
紀
に

は
持
統
天
皇
が
勅
使
を
派
遣
し

た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

　

諏
訪
大
社
の
特
徴
は
、諏
訪
大

社
に
は
本
殿
と
呼
ば
れ
る
建
物

が
あ
り
ま
せ
ん
。代
り
に
秋
宮
は

一
位
の
木
を
春
宮
は
杉
の
木
を
御

神
木
と
し
、上
社
は
御
山
を
御

神
体
と
し
て
拝
し
て
お
り
ま
す
。 

■
横
谷
温
泉

　

横
谷
温
泉
は
、長
野
県
茅
野

市
北
山
に
あ
る
温
泉
。一
帯
は

「
奥
蓼
科
温
泉
郷
」と
呼
ば
れ
る

温
泉
郷
で
あ
る
。 

標
高
２
，２
０

０
メ
ー
ト
ル
の
国
道
、通
称
メ
ル
ヘ

ン
街
道
沿
い
に
位
置
す
る
蓼
科

中
央
高
原
よ
り
奥
に
入
っ
た
横

ご
注
意
を
。

（
階
段
の
数
・

約
１
４
０
段
、

階
段
の
最
大

斜
度
・
約
61

度
）

　

松
本
市
内

は
、
国
宝
松

本
城
を
中
心
と
す
る
旧
城
下
町

で
あ
る
。幸
い
に
も
戦
災
を
免
れ

た
こ
と
か
ら
、旧
開
智
学
校（
重

要
文
化
財
）な
ど
の
歴
史
的
建

造
物
が
多
く
残
り
ま
す
。

　

他
に
は
、松
本
市
美
術
館
や
松

本
市
時
計
博
物
館
な
ど
人
気
の

高
い
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　

中
町
通
り
は
、白
と
黒
の
な
ま

こ
壁
の
土
蔵
が
立
ち
並
ぶ
、時
代

を
遡
っ
た
か
の
よ
う
な
風
景
が
広

が
る
土
蔵
造
り
の
家
が
中
町
付

近
に
は
多
く
残
り
、古
き
松
本
の

雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。個

性
的
な
店
舗
が
数
多
く
立
ち
並

び
、の
ん
び
り
散
策
に
ぴ
っ
た
り
の

通
り
で
す
。

■
諏
訪
大
社

　

諏
訪
大
社（
す
わ
た
い
し
ゃ
）

は
、長
野
県
の
諏
訪
湖
の
周
辺
に

■
松
本
城
と
市
内
観
光

　

松
本
城
は
戦
国
時
代
の

永
正
年
間
に
造
ら
れ
た
深

志
城
が
始
ま
り
で
、現
存
す

る
五
重
六
階
の
天
守
の
中
で

日
本
最
古
の
国
宝
の
城
で

す
。黒
と
白
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
が
ア
ル
プ
ス
の
山
々
に
映

え
て
見
事
な
景
観
で
す
。

　

現
存
最
古
の
五
重
六
階

の
木
造
天
守
で
、天
守
内

を
ご
観
覧
す
る
際
は
階
段

の
利
用
の
み
と
な
り
、狭

く
急
な
階
段
が
続
く
の
で

谷
峡
谷
に
流
れ
る
渋
川
の
ほ
と

り
に
湧
く
温
泉
。

　

近
く
に
は
、蓼
科
の
不
思
議
な

谷「
横
谷
狭
」が
あ
り
、滝
め
ぐ

り
と
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
め
ぐ
り
を
森

林
浴
を
し
な
が
ら
楽
し
め
ま
す
。

■
元
善
光
寺

　

元
善
光
寺（
も
と
ぜ
ん
こ
う

じ
）は
長
野
県
飯
田
市
座
光
寺
に

あ
る
寺
。山
号
は
定
額
山
。元
善

光
寺
と
名
付
け
ら
れ
る
前
は
坐

光
寺（
ざ
こ
う
じ
）と
呼
ば
れ
て

お
り
、現
在
も
座
光
寺（
読
み
同

じ
）と
し
て
地
名
に
そ
の
名
を
残

す
。本
尊
は
善
光
寺
如
来
。

　

長
野
善
光
寺
の
発
祥
の
霊
場

と
な
る
と
こ
ろ
で
、名
前
の
由
来

〝
本
多
善
光
〞卿
生
誕
の
地
で

す
。推
古
天
皇
10
年
に
信
州
麻

績
の
里（
現
在
の
飯
田
市
座
光

寺
）の
住
人・本
多
善
光
卿
が（
国

司
の
供
を
し
て
）都
へ
上
が
っ
た
時

に
難
波
の
堀
江
に
て
三
尊
の
如
来

様
に
め
ぐ
り
合
い
、遙
々
生
ま
れ

故
郷
の
飯
田
へ
お
連
れ
い
た
し
、

お
祀
り
し
た
の
が
元
善
光
寺
の

起
元
で
、俗
に
い
う
本
家
本
元
の

霊
地
で
す
。

つ
い
こ
の
間
ま
で
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
て
い

た
の
に
、
気
が
つ
け
ば
も
う
春

本
番
。
季
節
の
移
り
変
わ
り
、

時
の
流
れ
の
早
さ
を
痛
感
し
ま

す
。
暖
か
な
陽
気
に
誘
わ
れ

て
、
心
が
沸
き
立
つ
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
春

は
「
別
れ
」
と
「
出
会
い
」
の

季
節
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

「
別
れ
」
と
は
、
卒
業
や
転

勤
あ
る
い
は
退
職
な
ど
に
よ
っ

て
、
親
し
ん
だ
友
人
や
職
場
の

仲
間
た
ち
と
別
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

私
た
ち
退
職
者
の
会
岐
阜
県
支

部
協
に
と
り
ま
し
て
は
、
さ
ら

に
悲
し
い
別
れ
も
あ
り
ま
し

た
。
東
濃
地
区
協
議
会
会
長
・

大
畑
睦
夫
さ
ん
急
逝
の
報
が
届

い
た
の
は
、
二
月
十
日
午
後
五

時
過
ぎ
の
こ
と
で
し
た
。
二
〇

一
四
年
十
月
の
支
部
協
総
会
で

永
年
勤
続
役
員
の
表
彰
を
受
け

ら
れ
、
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待

さ
れ
て
い
た
矢
先
の
こ
と
で
し

た
。
暮
れ
に
開
催
し
た
拡
大
幹

事
会
で
は
、
少
し
体
調
が
心
配

さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
か
ら
わ
ず
か

二
ヵ
月
後
に

訃
報
に
接
す

る
こ
と
に
な

る
と
は
、
全

く
思
い
も
寄

ら
ぬ
こ
と
で

し
た
。
享
年
七
十
一
歳
。
心
よ

り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
そ
う
し
た
つ
ら
い
別

れ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
方
で

う
れ
し
い
出
会
い
も
あ
り
ま
し

た
。
二
月
に
平
成
二
十
八
年
度

の
退
職
予
定
者
説
明
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
三
会

場
合
わ
せ
て
九
十
六
名
、
そ
の

う
ち
八
十
六
名
の
皆
さ
ん
が
退

職
者
の
会
に
入
会
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。
加
入
率
八
十
九
・

六
％
は
近
年
の
数
値
を
大
き
く

上
回
っ
て
お
り
、
喜
ば
し
い
限

り
で
す
。
新
入
会
員
の
皆
さ
ん

方
に
も
、
こ
の
機
関
紙
「
友

情
」
が
手
渡
っ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
ど
う

し
て
も
仕
事
中
心
の
生
活
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
は
家
庭
や
地
域
を
中
心
と

し
た
生
活
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て

行
く
と
思
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る

会
社
組
織
を
中
心
と
す
る
タ
テ

型
の
社
会
か
ら
、
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
中
心
と
す
る
ヨ
コ
型

の
社
会
へ
、
徐
々
に
思
考
回
路

を
切
り
替
え
て
い
く
こ
と
も
必

要
で
し
ょ
う
。
「
友
情
」
の
紙

面
を
通
じ
て
県
内
各
地
で
頑

張
っ
て
い
る
仲
間
の
記
事
に
触

れ
、
ご
自
身
の
第
二
の
人
生
に

喜
び
や
生
き
が
い
を
見
出
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◎旅行日程
◎コ　ー　ス
◎参　加　費
◎ご　返　事

◎そ　の　他

◎通　信　欄

◎お問い合わせは下記へお願いします。

5月23日（火）～24日（水）
諏訪大社と横谷温泉などを訪ねる
￥22,000
参加、不参加のご返事は、同封の葉書によ
り４月２1日(金)までにご返送をお願いしま
す。なお、ご家族や友人と同伴参加される
場合は、同伴者のお名前と間柄および同
室希望の有無をご記入願います。
ＪＲ岐阜駅前北口十六プラザ前『旧パル
ル』乗車の方は、乗車車両を指定させてい
ただきます。
原則バス旅行参加の皆様に公表しますの
で、公表を望まない方は記入しないようお
願いします。

岐 阜 地 区

西 濃 地 区

中 濃 地 区

東 濃 地 区

飛 騨 地 区

支部協議会

〃

（事務局長）

（事務局長）

（事務局長）

（事務局長）

（事務局長）

（事務局長）

（事務局次長）

☎058-383-0701

☎090-3306-5373

☎0574-26-1578

☎0572-25-0606

☎0577-32-2284

☎058-265-4041

☎058-265-4041

藤 田 　 修

金 森 武 士

大 野 晋 司

西 尾 芳 一

畑 川 清 二

波多野　俊　勝

小 野 　 勉

ご返事は４月２1日（金）までに
同封の葉書で

ご返事は４月２1日（金）までに
同封の葉書で

旅 行 日 程

◆バス乗車場所と出発予定時刻

◆到着予定時刻

★各地より　→　安曇野スイス村集結《昼食》　───　安曇野 IC＝＝＝松本 IC　───　松本市内　　
　 8:00（岐阜）  　　11:50～ 12:50　　
　【松本城など自由散策】　───　松本 IC＝＝諏訪 IC　───　諏訪大社上社　───　横谷温泉（泊）
　　13:10～ 14:50　　　　　　　　　　　　　　　　　　15:30～ 16:10　　　　　16:45

★ホテル　──　諏訪 IC＝＝＝駒ヶ根 IC　──　駒ヶ根ファームス /北川製菓 /マルスウイスキー（見学試飲）　　　
　8:20出発　　　　　　　　　　　　　　　　　10:00～ 12:20（3班に分けて重ならないよう見学）
　ビアンデさくら亭《昼食》　──　駒ヶ根 IC＝＝松川 IC　──　元善光寺　──　飯田 IC　→　各地へ　
　　12:40～ 13:40　 　　　　　　　　　　　　　　　　14:20～ 15:00

第１日目　５月23日（火）

第2日目　５月24日（水）

6　号　車
5　号　車

寿　号　車

3　号　車

２　号　車

１　号　車

【宿泊】 横谷温泉旅館 ☎0266-67-2080

別
れ
　
そ
し
て
　
出
会
い

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
岐
阜
県
支
部
協
議
会　
　

　

会 

長
　
武
　
田
　
康
　
郎

ＪＲ岐阜十六プラザ前8:00 岐阜各務原ＩＣへ 
ＪＲ岐阜十六プラザ前7:50 羽島市民会館前8:20 羽島ＩＣへ
揖斐川町地域交流センタはなもも7:20 　池田町役場前7:35
ＪＲ大垣駅南口前（駅前交番前）8:00
郡上総合庁舎前6:40 郡上市役所6:55　　相生法伝橋7:20
美濃市役所7:40　　ＪＡ西みの関7:55 　　JR美濃太田駅北口8:25
ＪＲ可児駅8:40 　　可児御嵩ＩＣへ 
多治見税務署前8:10 ＪＲ土岐駅北8:25 ＪＲ瑞浪駅北8:40
ＪＲ恵那駅北9:00 中津川市役所9:20 中津川ＩＣへ
ＪＲ下呂駅7:00　　萩原中央駐車場7:25　　ＪＲ久々野駅前7:50
ＪＲ高山駅8:30 　　松本ＩＣへ 

6号車：ＪＲ岐阜駅十六プラザ前17:20
5号車：羽島市民会館前16:50 → ＪＲ岐阜駅十六プラザ前17:30　　　　　 　
寿号車：ＪＲ大垣駅南口前17:20 → 池田町役場前17:45 → 揖斐川町地域交流センタはなもも18:00
3号車：ＪＲ可児駅16:45 → ＪＲ美濃太田駅17:00 → ＪＡ西みの関17:30 → 美濃市役所前17:45
　　　　→ 相生・法伝橋18:05 → 郡上市役所前18:30 → 郡上総合庁舎前18:45
2号車：中津川市役所前15:50 → ＪＲ恵那駅北16:10 → ＪＲ瑞浪駅北16:30 → ＪＲ土岐駅北 16:45
　　　　→ 多治見税務署前17:00　　　
1号車：ＪＲ高山駅18:30 → ＪＲ久々野駅前19:10 → 萩原中央駐車場19:35 → ＪＲ下呂駅20:00

５月23日（火）～24日（水）
　　　会費は２２，０００円

　

第
３9
回
バ
ス
旅
行
は
、

松
本
城
の
あ
る
松
本
市
内

や
諏
訪
大
社
、元
善
光
寺

な
ど
を
訪
ね
る
横
谷
温
泉

一
泊
の
旅
で
す
。会
費
は

昨
年
と
同
じ
￥
２
２
，０
０

０
円
で
す
！！

５月23日（火）～24日（水）
　　　会費は２２，０００円

諏訪大社

松本城の眺め松本城の眺め

大
畑
副
会
長（
東
濃
地
区
協
）逝
く

　

病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ
、２
月
10
日
、71
歳
を
も
っ
て
永
眠
さ

れ
ま
し
た
。平
成
21
年
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
東
濃
地

区
協
議
会
事
務
局
長・会
長
を
歴
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
生
前
の
ご
厚
誼
を
深
謝
し

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と

も
に
通
知
申
し
上
げ
ま
す
。

松本城・市内や諏訪大社、
横谷温泉と元善光寺などを
訪ねる

松本城・市内や諏訪大社、
横谷温泉と元善光寺などを
訪ねる
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　情報労連岐阜県協議会・NTT労組岐阜県グ
ループ連絡会主催の新春恒例テーブルゲーム
大会が、１月21日（土）岐阜市内のワークプラ
ザ岐阜において現役組合員、退職者の会会員
あわせて４３名が参加して開催されました。
　我が会員は囲碁(A、Bクラス)で優勝、麻雀の
部で準優勝するなど、上位入賞者を多く出し盛
り沢山の商品を獲得しました。

２０１7年
新春テーブルゲーム大会

２０１7年
新春テーブルゲーム大会

第2１回カラオケ交流会を昨年とほぼ同じ要領で開催します。
多数の皆様の参加をお待ちしております。

開催日時　６月7日（水）
　　　　　午前９時３０分～
開催会場　ホテルパーク
　　　　　（カラオケラウンジ明星）
参加会費　２，５００円
発　表　曲　一人２曲予定

参加申込
参加希望者は5月25日
（木）までに各サークル代
表者又は支部協事務局ま
でご連絡下さい。
☎058-265-4041

米
　
寿（
88
歳
）

【
岐
阜
】崎
山　
　

礒　

藤
田　
　

正

　
　
　

鷲
見　

文
男

【
西
濃
】富
田　
　

艮　

伊
藤　

敏
夫

【
東
濃
】澤
田　

道
子

【
飛
騨
】北
口　

勝
敬

傘
　
寿（
80
歳
）

【
岐
阜
】篠
田
美
智
子　

小
島　

悦
子

　
　
　

上
松
さ
よ
子　

垣
内　

克
巳

　
　
　

大
箸　

時
子　

森　

釧
太
郎

　
　
　

森
田
千
保
子　

伊
藤　

和
子

【
西
濃
】山
田　

弘
子　

田
中　
　

敏

　
　
　

高
木　

和
子

【
中
濃
】島
川　

久
子　

村
井
か
な
ゑ

　
　
　

後
藤　

晃
子　

高
木　
　

久

　
　
　

林　

真
知
子

【
東
濃
】小
森　

貞
子　

伊
藤　

慶
子

【
飛
騨
】長
瀬　

朝
栄

古
　
希（
70
歳
）

【
岐
阜
】片
桐　

秀
文　

森　

禎
一
郎

　
　
　

安
田　

憲
雄　

中
村　

隆
之

　
　
　

臼
井　

淳
宏　

加
藤　

久
幸

　
　
　

加
藤　

正
雄　

福
井　

敏
之

　
　
　

佐
藤　

幸
雄　

玉
田　

昇
三

　
　
　

山
田　

幸
男　

飯
沼　

一
政

　
　
　

深
沢　

優
子　

千
葉
美
世
子

　
　
　

中
島　

隆
志　

板
津　

幸
雄

　
　
　

関
谷　

廣
治　

宮
脇　
　

勺

　
　
　

武
藤　

忠
夫

【
西
濃
】坪
井
由
美
子　

細
野　

正
美

　
　
　

奥
田　

義
弘　

柴　
　

恵
子

　
　
　

太
田　
　

修　

赤
尾　
　

茂

　
　
　

平
野　

静
雄　

安
藤　

克
子

　
　
　
五
十
川
ゆ
り
子

【
中
濃
】日
江
井
美
昭　

宮
本　

博
美

　
　
　

中
村　

良
一　

川
原　

勝
美

【
東
濃
】太
田　

正
明　

田
中　

勝
江

　
　
　

成
瀬　

孝
夫　

成
瀬　
　

潔

　
　
　

本
田　

欽
一　

横
江　

弘
良

　
　
　

加
藤　

勝
也　

原　
　

義
信

　
　
　

伊
藤　

篤
志

【
飛
騨
】島
尻　

義
雄　

白
谷　

寿
夫

　
　
　

井
田　

一
義　

大
下　

久
夫

　
　
　

則
武　

博
夫

賀
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
平
成
29
年
1
月
〜
3
月
）（
敬
称
略
）

会
員
動
静（
敬
称
略
）

【
岐
阜
】江
崎
由
美
子　

江
崎　

隆
次

　
　
　

河
合
ま
ゆ
み　

川
嶋
一
二
三

　
　
　

小
森　

辰
彦　

瀬
川　

良
子

　
　
　

高
橋　

俊
郎　

高
橋　

雄
治

　
　
　

中
島　

久
司　

錦
野　
　

弘

　
　
　

福
永　
　

満　

藤
田　

政
則

　
　
　

前
田　
　

譲　

馬
渕　

利
彦

　
　
　

溝
口　

正
男　

宮
川　
　

肇

　
　
　

横
山　

邦
彦　

與
嶋　

榮
一

　
　
　

加
藤　
　

亨　

後
藤　

忠
義

　
　
　

後
藤
富
貴
男　

岩
田　

美
鈴

　
　
　

西
畑　

正
芳　

藤
田　

信
次

　
　
　

横
枕　

時
子　

渡
辺　

計
示

　
　
　

深
尾　

吉
郎　

川
原　

雅
一

　
　
　

武
藤　

敏
美　

河
合
紀
久
夫

【
西
濃
】打
屋　

卓
見　

高
藤　

和
実

　
　
　

中
山
千
太
郎　

名
和　

正
徳

　
　
　

南
平
久
美
子　

古
田　

明
美

　
　
　

林　
　

哲
也　

高
木　

一
雪

　
　
　

前
川　

芳
見　

椙
岡　

千
晴

　
　
　

高
木　

幹
夫　

和
田　

義
則

　
　
　

葛
山　
　

守　

成
瀬　

清
隆

【
中
濃
】遠
藤　

昭
治　

岡
田　

雅
宏

　
　
　

清
水　

招
宏　

田
宮　

桂
子

　
　
　

塚
原　

強
司　

服
部　

芳
文

　
　
　

林　

与
士
美　

村
井　

文
雄

　
　
　

笠
原　

雪
生　

河
尻　

孝
則

　
　
　

小
瀬　

和
美　

高
垣　

陽
介

　
　
　

谷
口　

義
信　

青
山　

和
美

　
　
　

三
宅　

守
男　

藤
井　

晶
子

【
岐
阜
】玉
田　

正
行　

神
山　

時
夫

　
　
　

松
原　
　

陸

【
西
濃
】石
井
き
ぬ
ゑ　

上
村　

砂
子

【
中
濃
】山
口　

忠
夫　

廣
木　

清
壽

【
東
濃
】堀　
　

宗
利　

大
畑　

睦
男

　
　
　

本
田　

尊
弘　

加
藤　

洋
子

【
飛
騨
】米
澤
三
与
治　

平
田　
　

実

新
入
会
員
ご
紹
介

訃
　
　
報

　【
東
濃
】梅
村　
　

実　

岡
庭　

繁
男

　
　
　

田
中　

暢
丸　

中
根　
　

聰

　
　
　

梅
村　

安
信　

倉
根　

重
行

　
　
　

篠
原
登
志
郎　

長
谷
川
克
巳

　
　
　

三
宅　

康
之　

安
江　

重
美

　
　
　

吉
田　

英
男　

浅
野　

博
孝

　
　
　

石
川　

清
道　

鷹
見　

尚
美

　
　
　

西
尾　

方
男

【
飛
騨
】牛
丸　

清
嗣　

熊
崎　

康
元

　
　
　

佐
藤　

幸
男　

橋
本　

和
美

　
　
　

二
村　
　

清　

坂
田　

長
生

　
　
　

中
野　

俊
治　

山
本　

和
夫

　
　
　

日
下
部
義
一　

熊
崎　

武
文

　
　
　

中
島　

淳
三

　
　
　

堀
部　

恭
平　

桑
幡
紀
久
子

　
　
　

神
田　

敬
子　

山
田　

芳
弘

【
東
濃
】長
谷
川
省
吾　

寺
林　

豊
子

　
　
　

稲
垣
美
代
子　

大
鋸　
　

勲

【
飛
騨
】細
江　

弘
子　

新
名　
　

昇

　
　
　

中
嶋　

昭
彦　

福
地
紀
久
代

　
　
　

長
谷　

昭
夫　

花
本　

紀
夫

喜
　
寿（
77
歳
）

【
岐
阜
】安
江　
　

捷　

藤
田
紀
美
子

　
　
　

吉
村
英
太
郎　

植
村
紀
美
子

　
　
　

深
尾
美
智
子　

総
山　

英
一

　
　
　

小
木
曽
和
子　

梅
田　

晴
好

　
　
　

佐
藤　

邦
隆　

三
輪　

恒
雄

【
西
濃
】鈴
木
ヤ
ス
子　

内
藤　

明
美

　
　
　

倉
橋　

昌
紀　

松
岡
富
三
郎

　
　
　

児
玉　

陽
夫

【
中
濃
】古
田　

富
子　

横
枕　

幸
子

　
　
　

松
本　

雪
枝　

木
村
美
津
子

　NTT労組岐阜県グ
ループ連絡会主催の、２
０１7年３月末でNTTグ
ループから退職される
組合員に対し、退職後の
共済の取扱い等の説

明、手続きを実施するとともに退職者の会への加入促進に向けた説明会が、2
月16日に岐阜市内で、2月22日は名古屋で、２月２5日は美濃加茂市内で開催
され、併せて96名の参加がありま
した。
　退職後、家族を含めた「親睦と
交流・安心・信頼・生きがい」に通じ
る入会の意義を熱く訴え、当日会
場において、86名の方に入会して
頂きました。今後さらに一人でも
多くの仲間が増えるよう、勧奨し
て行くこととします。

高山
グラウンドゴルフ
楽遊会（飛騨）

●
私
達
の
年
齢
に
人
気
の
ス
ポ
ー
ツ

で
、個
人
で
活
動
さ
れ
て
い
る
会
員
か

ら
の
要
望
も
あ
り
、昨
年
１０
月
の
総
会

で
サ
ー
ク
ル
を
立
上
げ
、健
康
維
持
と

仲
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切

に
す
る
た
め「
高
山
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル

フ
楽
遊
会
」と
命
名
し
ま
し
た
。

　

１１
月
の
初
顔
合
せ
大
会
は
、常
設
倶

楽
部
の
芝
コ
ー
ス
で
、初
め
て
の
人
も

含
め
１６
名（
男
６・女
１０
）で
実
施
し
、

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
有
り
楽
し
い
１
日

で
し
た
。

　

現
在
会
員
は
３０
名
で
、今
年
か
ら
本

格
的
に
活
動
を
始
め
ま
す
が
、５
月
中

旬
に
芝
生
の
広
く
美
し
い
公
園
で
第

１
回
の
競
技
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
体
育
施
設
使
用
団
体
の
登
録

で
グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用
料
の
減
免
を
図
り
、楽
し
く
長
続
き
す
る
サ
ー
ク
ル

と
し
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
竹
腰 

昭
彦 

記
）

　情報労連岐阜県協議会・NTT労組岐阜県
グループ連絡会の主催による法律相談学習
会が、２月１５日（土）可児市内の可児市福祉
センターで中濃・東濃地区の現役組合員及
び退職者の会の会員を合わせて５４名が参
加し開催されました。
　講師の情報労連・ＮＴＴ労組顧問弁護士の
榎本　修さんから、今までとは趣向を変え
て、最近、テレビや新聞紙上等でよく見聞きする話題を中心に取り上げ、憲法解釈や安
保関連法、相続放棄とは？など「身近なトラブルやニュースから考える法律相談」と題
して、判り易く解説頂き、参加者から、相続などについて質問もあり、有意義な学習会
となりました。
●今年度は飛騨地区での開催が7月に予定されており、岐阜・西濃地区での開催はあ
りません。
　受講希望者は、ＮＴＴ労組岐阜県支部協議会・事務局
　電話：058-265-4041　担当：波多野、小野まで

法律相談学習会を開催退職予定者
説明会の開催

　３月７日お天気を心配しつつ、岩村城址と日本
大正村に総勢４２名でバス旅行に行きました。
　車内は梅酒、ビール等で喉を潤し、カラオケで
楽しく岩村へ。岩村醸造では女城主の試飲、町並
み散策。
　昼食は炉端戦国料理を囲炉裏でバーベキュー、
モウモウと煙の中で乾杯。
　元気に城址へ散策をする予定でいた人も、雪が
舞いとても散策が出来ずお喋りに花が咲きまし
た。再会を約束し全員が無事に帰着しました。

西濃地区　バス旅行 カラオケ交流会参加者募集

GOSEKI
 (囲碁) 倶楽部

（中濃）
●
１
月
19
日
（
木
）
関
市
倉
知
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
囲
碁
の

「
G
O
S
E
K
I
倶
楽
部
」の
メ
ン
バ
ー
８
人
の
う
ち
６
人
が
集
ま
り
、

サ
ー
ク
ル
の
発
足
と
初
打
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
来
、囲
碁
の
同
好
者
５
名（
奥
田

秋
夫
、亀
山
洋
造
、空　

常
夫
、中
島
秀

孝
、花
井
道
男
）が
発
足
準
備
に
か
か

り
、
名
称
を
５
人
の
発
起
人
か
ら

「
G
O
S
E
K
I
倶
楽
部
」と
定
め
、目

的
、月
次
会（
毎
月
第
一
水
曜
日
、関
市
倉

知
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）、等
々
の
会
則

を
定
め
平
成
29
年
１
月
１
日
を
設
立
日

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、『
旧
友
会 

o
r 

退
職
者
の
会
の
会
員
で
あ
れ
ば
い

つ
で
も
歓
迎
し
ま
す
』と
の
こ
と
で
す
。 

【
問
合
せ
先
】

　

代　

表 

： 

中 

島 

秀 

孝

 

☎ 

0
5
7
5
│
2
8
│
3
3
6
5

　

事
務
局 

： 

花 

井 

道 

男

☎ 

0
5
7
5
│
2
4
│
0
1
2
5

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す
。

東
濃
地
区
協
議
会

会
　
長倉 科 

紘 

久 

さ
ん

新
役
員
紹
介

新
役
員
紹
介


